新劇 運動の 一 考察 



1 干 田國士 



僕 は 嘗て、 今日 われわれが 「新劇 運動」 と 称へ るべ 

きもの は、 明かに 所謂 近代劇 運動なる ものと 区別して 

考 へ なければ ならな い y 」 と を 述べ た。 

現代の 日本に 於て、 この 二つが、 殆ど 同様の 意味に 

用 ひられて をり、 外国 劇の 影響と 刺激より 出発した 凡 

ゆる 演劇が 等しく 近代劇と 呼ばれ、 新劇と 呼ばれて ゐ 

ると ころに、 僕 は、 現代 日本 劇の 行 詰まった 結果 を 発 

見す る。 

問題 は 名称の 如何に 在る ので はない。 西洋に 於て 必 

然に 歴史的 意義 を 掲げて 生れ 来った 近代劇が、 偶々、 

日本に 輸入され、 その 啓示に よって、 日本 伝来の 演劇 



を そのまま 取り入れて、 それ を 新しい 日本 劇の 伝統と 

しても 一向 差 支へ はなく、 従って 歌舞伎 劇に は、 新 日 

本 劇の 実父と いふ 名を呈 してお くだけで、 養父の 西洋 

劇に は 万事 行末の 面倒 を 見て 貰 ふこと も、 別段、 不義 

理な 沙汰で は あるまい と 思 ふ。 

それならば、 新 日本 劇と は 如何なる もので あれば い 

いか。 現在の 新劇で はいけ ない のか。 どういけ ない の 
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僕 は 現在の 所謂 「新劇」 なる もの を かう 見て ゐ る。 

即ち、 一 つ は、 歌舞伎 劇 流の 類型的 心理 乃至 生活 を 近 

代人の 敏感 さと 繊細 さ を 以て 描き出さう とする もの、 



とも 限らない から 断って おくが、 僕 は 実際 やりたくて 

堪らない ので ある。 悲しい 哉、 芝居と いふ ものに は 相 

手が 要る。 相手と 云 ふよりも 相棒が 要る。 やかましく 

云へば 同志が 要る ので ある。 人に やれと 云 ふので はな 

い。 然しながら、 これ また 誰と でも 一緒に やれば いい 

訳の もので はない。 僕 は先づ 機会 ある 毎に 自分の 意見 

を 発表し、 有力な 共鳴者の 出現 を 待って ゐ るので ある。 

新劇 運動の 一 考察 II 甚だと リ 止め もない 議論に 終 

つたが、 何しろ 稿 を 練る 暇がない。 

終りに 臨んで、 新劇 運動の 一部と も 見るべき 外国 劇 

の 移入に 関して、 私見 を 述べて おきたい と 思 ふ。 



元来 外国 劇 はわれ われ 演劇 研究者に とって、 独逸 人 

が 露西亜 劇に 対し、 又は 英国人が 独逸 劇に 対し、 仏国 

人が ス カン ヂナヴ ィャ 劇に 対し、 それぞれ 有って ゐる 

やうな 興味、 つまり 外国 劇と しての 興味 以外に、 彼等 

が 一 様に、 その 国の 古典 劇 乃至 は 欧洲 諸国の 共有と も 

云 ふべき、 希臘 より 文芸復興 期に 至る 古典 劇に 対して 

有って ゐる 興味、 それからもう 一 つ は、 彼等が 同時代 

の 自国 作家に 対する 興味、 この 二つの 興味 を も 併せ 有 

つて ゐる やうに 思 はれる。 

われわれ は、 なんと 云っても、 日本の 作家からより 

も、 外国 作家から 多くの もの を 学んで ゐる。 (受け継 



いで ゐ ると は 云 はない) それと 同時に、 現在 日本に 生 

れつつ ある 作品に やや 失望して、 外国の 作品に ょリ多 

くの 期待と 感興と を 有って ゐる こと は 事実で ある。 

これ は 勿論 過渡期の 一 現象で あらう が、 さう いふ 場 

合で あるから、 われわれが 若し、 外国 劇 を われわれの 

舞台に 上演し ようと 思へば、 以上 述べた やうな 興味 を 

満足 させなければ ならな い。 

そこで、 第一 の 問題 は 翻訳で ある。 原語の まま 上演 

する ことができれば 一番よ いので あるが、 色々 の 事情 

で それが 許されな いから 翻訳 をす るので ある。 してみ 

れば、 翻訳の 理想 は 云 ふまで もな く、 原語の 解らない 



今のう ちからして ゐ ると、 結局、 外国の 戯曲から 「わ 

れ われに 欠けて ゐる もの」 を 見出し 得ずに しま ふだら 

う。 (一九二 五. 一) 



底本 ： 「岸 田國士 全集 加」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 3 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「現代 演劇 論」 白水社 

1936 (昭和：：：) 年：： 月^日 発行 

初出 ： 「新 小説 第三 十 年 第 七 号」 

1925 (大正^:) 年 7 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 oo 5 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



